
平成 25年度まちづくり懇談会会議録【河城地区】 

 

日 時   平成 25 年 11 月 1 日 19：00～20:18 

会 場   河城地区センター 

参加者   79 人 

 

※「菊川市の危機管理体制と地域防災計画について」と題した説明のあと、参

加者の皆さまとの懇談（質疑応答）に入りました。 

 

※会場からのご意見・ご質問 

 

●六本松：男性 

 これまでの地震対策で自主防災会への補助金拡充とあるが、六本松はわずか

19 世帯と少なく、補助が 3 分の 2 でもなかなか資機材を買うことができない。

一律幾ら、あと補助金幾らといった補助制度を検討してもらえないか。 

 

○安全課長からの回答 

 世帯の関係もあり、一律の基本額を設定していますが、世帯数が少なければ

大きな資機材が入れられないといったご心配があると思う。一度要望内容を持

ち帰り考えたいと思います。特定の小さい地域はどうなのかといった再考をさ

せていただく。 

 

○秘書広報課長からの回答 

 個別に相談させていただくということでお願いします。 

 

●西富田：男性 

 震度 6 や 7 といった地震で津波の心配はないが、住んでいるところは一番北

部で道路も寸断される。家も倒壊すると思われる。人的災害について、生死に

関わるような重篤な人がいた場合にどういった対処をするのか。救急車呼ぶわ

けにも行かないし、病院にも運べない。医師とか看護婦がいる救護所はどこか。

具体的な配置、計画はあるのか。地元としてどう対処したらよいのか。 

 

○危機管理部長からの回答 

 建物の倒壊は地震動によるものがほとんどで、建物倒壊、家具の転倒が影響

している。阪神淡路では死者の 80％が圧死によるものだった。まずは、地震に

耐えられることが真っ先のことで耐震化、家具の固定をしていただきたい。救
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護所は、菊川地域は「けやき」、小笠地域は「あかっちクリニック」で救護所を

立ち上げる。そこに医師が集まり治療に当たる。遠方では運べないこともある

かもしれないが、まずは 2 箇所で救命救急にあたり、様子を見て予備的に 3 箇

所増やす計画を持っている。ここでいうとケヤキが救護所で、病院も救護病院

として開設しているのでこの 2箇所が手当ての場所となります。 

 

●西富田：男性 

 医療体制はわかった。地元に重篤の人がいる場合の処置はどうすればいいの

か。手当てはどこまでできるのかわからない。地元の課題として残る。 

 

○安全課長からの回答 

 建物の倒壊による圧死、長時間挟まれ重篤化する場合がある。それに備えて

消防署で救命救急の講習があるので訓練に取り入れ、備えてもらいたい。今回

の防災訓練の救護所訓練ではファーストトリアージといって、どの方を優先す

るかの訓練を取り込んでいくので是非参加していただきたい。段階を追ってそ

ういったことも知っていただきたい。 

 

●和田：男性 

 高齢者の一人暮らし世帯の家具の転倒防止をやっているが、どれくらい実施

されているのか。 

 

○危機管理部長からの回答 

 最近では年間 60 件位実施している。通算では 300 件程度かと思う。 

 

●和田：男性 

 一人暮らしが 900 人いるという。良い制度なので普及してもらいたい。聞い

てもやっていないところ多い。食糧備蓄もやってもらえない ジレンマを感じ

ている。 

 

●女性 

 菊川病院で看護師をやっている。予防することが大事なこと。前回震度 5 の

地震のときに外来が 10 人あった。その 8割がタンスの上のものが落ちて頭部を

切った方などで出血していた。頭部は出血がひどくなるので、ジャケットでも

なんでもいいので頭に被ることが重要。 

 

●潮海寺：男性 
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 各自主防災会、各公民館で何人受け入れられるのか把握できていない。東中

体育館が避難所となるがどれくらい受け入れできるかわからない。例えば潮海

寺で何名が受け入れられるのか。128 自治会の公民館のうち、昭和 56 年以前の

ものが避難所となるのか。潮海寺でいえば、昭和 54 年建築なので地震で残って

いても余震で倒れてはと思うと心配になる。耐震化への 3 分の 2 補助や地域で

受け入れられる数を把握し、それらを組み入れた計画をつくってもらいたい。 

 

○安全課長からの回答 

 実際にどれくらいの避難者がでるか把握したい。地域の中でどういったこと

ができるのか。地区毎の想定が出たら考えたい。   

 

○危機管理部長からの回答 

 耐震についてどんな状態か、どんな支障がでるか考えていきたい。   

 

○秘書広報課長 

 地域支援課でも相談にのれるのでご利用ください。 

 

●和田：男性 

 自分たちの自治会のシュミレーションの話が出たが、和田では母屋、わき家

が何年のものか、近所に援護が必要な人がいるかなどの 9 項目のアンケートを

実施して、今月中に調べる。ただそのアンケートにおいて、個人情報だから、

などという人がいて、それにうなずく市のＯＢがいて残念だった。お互いに助

け合おうといっ態度を示してほしかった。 

 

●富士見台：男性 

 大雨が降ったときの調整池に砂が溜まっている。市に 4 月に依頼したが回答

がなく、大雨のときが心配。 

 

○安全課長 

 施設管理は都市政策課になるので伝えておく。 

 

○秘書広報課長 

 自治会長に連絡します。  

 

(閉会：20:18) 

 - 3 -  


